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高
等
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難
審
判
庁
の
海
難
原
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裁
決
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取
消
を
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め
る
訴
の
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否

川

上

宏

二

郎

昭
和
三
山
年
三
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吾
最
高
裁
判
所
大
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決
（
昭
和
二
八
年
（
オ
）
第
一
一
〇
号
裁
決
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請
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件
）
最
高
華
言
十
拳
一
号
四
六
七
頁
一
破
書
判

判例研究

　
〔
判
決
要
旨
〕
　
高
等
海
難
審
判
庁
の
海
難
原
因
を
．
明
ら
か
に
す
る
裁
決
の
主
文
で
、
海
難
に
つ
い
て
過
失
が
あ
る
と
さ
れ
た
者
も
、

裁
決
の
取
消
を
求
あ
る
訴
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
つ
　
　
〃
　
　
「
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
己

・
（
補
足
意
見
お
よ
び
少
数
意
見
が
あ
る
）
。

　
〔
参
照
〕
　
海
難
審
判
法
治
四
条
、
第
五
三
条
。

　
〔
事
実
〕
　
被
上
告
（
造
船
株
式
）
会
社
は
、
第
六
関
丸
の
定
期
検
査
の
請
負
者
で
あ
り
、
そ
の
操
舵
装
置
に
関
す
る
修
理
施
行
者
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
右
修
理
後
、
同
会
社
に
よ
っ
て
施
行
せ
ら
れ
て
い
た
試
運
転
航
行
中
の
同
船
は
、
検
疫
船
M
丸
と
衝
突
し
た
。
そ
の
結

果
、
M
丸
は
沈
没
し
、
そ
の
船
長
は
行
方
不
明
と
な
り
、
船
員
二
名
が
死
t
し
た
。
門
司
地
方
難
審
判
庁
は
、
G
（
蔽
響
・
S
・
A

を
受
審
美
と
し
、
宜
（
里
言
」
を
指
定
舞
関
係
人
と
し
て
＾
，
難
の
原
因
究
明
に
当
た
葦
そ
の
箪
、
」
本
件
衝
突
は
・
宜
の
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判例研究
極
上
の
過
失
と
、
G
の
運
航
に
関
す
る
霧
上
の
過
失
と
に
よ
．
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
M
丸
船
長
（
死
亡
）
の
運
航
に
関
す
る
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

務
上
の
過
失
も
ま
た
そ
の
一
因
で
あ
る
。
G
を
戒
告
す
る
。
」
旨
の
裁
決
主
文
を
言
渡
し
た
。
G
よ
り
、
第
二
審
の
請
求
を
受
け
た
高
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

海
難
審
判
庁
は
、
裁
決
主
文
で
、
「
本
件
の
衝
突
は
、
（
被
上
告
）
会
社
の
業
務
上
の
過
失
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
旨
を
、
裁

　
ヘ
　
　
　
へ

決
理
由
で
、
「
G
・
A
の
所
為
に
は
何
等
過
失
と
認
む
べ
き
も
の
は
な
い
。
S
を
懲
戒
し
な
い
。
H
に
対
し
勧
告
を
し
な
い
。
」
旨
を
、
言

渡
し
た
。
第
】
審
裁
決
で
は
全
然
問
題
に
さ
れ
ず
、
第
二
審
裁
決
で
突
如
業
務
上
の
過
失
あ
り
と
さ
れ
た
被
上
告
会
社
は
、
日
　
原
裁
決
に

よ
り
、
民
事
上
の
損
害
賠
償
事
件
・
商
取
引
上
の
信
用
問
題
・
刑
事
事
件
等
に
お
い
て
、
　
「
い
ろ
い
ろ
な
法
律
上
の
不
利
益
を
受
け
る
も

の
だ
か
ら
、
原
裁
決
の
取
消
を
求
め
る
に
つ
い
て
の
利
益
を
有
し
、
従
っ
て
当
事
者
適
格
を
有
す
る
」
、
口
原
裁
決
は
、
不
告
不
理
の
原

則
に
違
反
し
て
い
る
、
と
し
て
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
、
行
政
訴
訟
を
提
起
し
た
。
東
京
高
等
裁
判
所
は
、
右
日
の
点
に
つ
き
、
裁
決
の

ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

主
文
で
過
失
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
、
民
事
事
件
・
刑
事
事
件
で
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
し
、
し
か
し
て
そ
の
不
利
益
は
、
法

肇
の
も
の
で
あ
る
、
湾
口
の
点
に
つ
き
、
コ
方
、
理
事
官
か
ら
な
ん
の
審
判
を
求
め
ら
れ
て
い
な
い
馨
（
禦
撒
上
）
に
対
し
、
他
方

な
ん
ら
答
弁
又
は
弁
解
の
機
会
す
ら
与
え
る
こ
と
な
く
、
主
文
で
原
告
の
業
務
上
の
過
失
に
基
く
旨
を
明
記
し
た
原
裁
決
は
、
実
質
的
に

み
れ
ば
、
不
告
不
理
の
原
則
に
反
す
る
と
共
に
、
原
告
の
権
利
を
不
法
に
侵
害
し
た
違
法
が
あ
る
」
、
と
し
て
、
原
裁
決
を
取
消
し
た
。

　
〔
上
告
理
由
〕
　
第
一
点
　
高
等
海
難
審
判
庁
の
裁
決
に
は
、
い
わ
ゆ
る
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
る
行
政
処
分
に
属
す
る
も
の
と
属
さ

な
い
も
の
と
が
あ
る
。
海
難
原
因
解
明
裁
決
で
あ
る
本
件
裁
決
が
、
行
政
処
分
的
性
格
を
有
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、
従
っ
て
、
本
件

裁
決
は
、
法
五
三
条
に
よ
る
裁
決
に
対
す
る
訴
の
対
象
に
な
り
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
法
四
六
条
。
法
五
三
条
四
項
等
か
ら
も
裏
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
点
　
行
政
処
分
的
性
格
を
有
し
な
い
本
件
裁
決
は
、
判
決
と
類
似
の
効
力
を
も
つ
も
の
で
な
く
、
こ
れ
に
判
決
の
主
文
に
つ
い
て

生
ず
る
既
判
力
類
似
の
観
念
を
導
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
．
ま
た
、
海
難
審
判
庁
の
行
な
う
裁
決
の
目
的
を
正
し
く
把
握
す
れ
ば
、
本
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高等海難審判庁の裁決について（川上）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

件
に
お
け
る
不
利
益
は
、
い
か
に
し
て
も
事
実
上
の
も
の
で
あ
っ
て
、
，
重
大
か
軽
少
か
の
程
度
の
問
題
を
、
法
律
上
か
事
実
上
か
の
性
質

の
問
題
に
転
化
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。

　
第
三
点
　
ω
　
海
難
審
判
庁
が
、
海
難
原
因
を
取
調
べ
て
一
定
の
結
論
を
出
し
た
と
き
は
、
た
と
え
第
三
者
に
関
す
る
と
き
で
も
、
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

文
で
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
回
避
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
②
　
一
定
の
目
的
の
た
め
に
行
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

わ
れ
る
行
政
処
分
に
あ
っ
て
は
、
個
別
的
な
法
律
の
規
定
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
事
件
の
当
事
者
と
し
て
答
弁
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
の

で
あ
っ
て
．
、
争
訟
の
条
理
や
憲
法
の
要
請
か
ら
で
は
な
い
。
い
わ
ん
や
、
行
政
処
分
的
性
格
を
有
し
な
い
本
件
裁
決
に
お
い
て
は
、
弁
明

の
機
会
を
保
障
し
な
く
て
も
、
権
利
侵
害
に
は
な
ら
な
い
。

　
〔
判
決
理
由
〕
　
一
　
上
告
理
由
第
一
点
第
二
点
に
つ
い
て
。

　
　
「
本
件
は
海
難
審
判
法
五
三
条
に
よ
っ
て
出
訴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
が
、
同
条
は
、
　
コ
ロ
同
等
海
難
審
判
庁
の
如
何
な
る
裁
決
に
対

し
て
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
何
等
の
規
定
を
も
設
け
て
い
な
い
。
」
。
　
従
っ
て
、
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
行
政
訴
訟
の
一
般
原
則
に
従
っ
て
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
。

　
と
こ
ろ
で
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
に
い
う
い
わ
ゆ
る
「
行
政
庁
の
処
分
」
と
は
、
　
「
国
民
の
権
利
義
務
に
直
接
に
関
係
す
る
効
力
を

有
す
る
」
・
行
為
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
　
「
行
政
庁
の
行
為
で
あ
っ
て
も
、
性
質
上
か
よ
う
な
効
力
を
も
た
な
い
行
為
は
、
右
特
例
法
に
い

わ
ゆ
る
行
政
庁
の
処
分
に
あ
た
ら
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
。

　
法
四
条
に
よ
れ
ば
、
海
難
審
判
庁
の
裁
決
に
は
、
「
海
技
従
事
者
ま
た
は
水
先
人
を
懲
戒
す
る
裁
決
、
海
難
に
関
係
あ
る
者
に
勧
告
す
る

裁
決
・
海
難
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
裁
決
」
が
あ
り
、
本
件
裁
決
は
、
こ
の
う
ち
、
「
海
難
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
裁
決
」
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
本
件
裁
決
は
、
　
「
被
上
告
人
に
何
等
か
の
義
務
を
課
し
も
し
く
は
そ
の
権
利
行
使
を
妨
げ
る

も
の
で
な
い
こ
と
は
、
法
律
の
規
定
及
び
裁
決
自
体
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
被
上
告
人
の
過
失
を
確
定
す
る
効
力
も
な
い
」
こ
と
は
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判例研究

疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
　
「
本
件
裁
決
は
被
上
告
人
の
権
利
義
務
に
直
接
関
係
の
な
い
裁
決
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を

行
政
処
分
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
被
上
告
人
か
ら
出
訴
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
。
過
失
を
確

定
す
る
効
力
を
持
た
な
い
の
は
、
　
「
本
件
裁
決
が
他
の
訴
訟
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
い
っ
て
も
、
一
「
．
の
証
拠
資
料
に
な
る
と
い

う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
り
、
　
「
反
証
を
あ
げ
て
裁
決
の
内
容
を
争
う
こ
と
は
少
し
も
支
障
は
な
く
、
ま
た
裁
判
所
も
裁
決
と

違
っ
た
事
実
認
定
を
す
る
こ
と
を
少
し
も
妨
げ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
」
。

　
「
も
と
よ
り
、
海
難
審
判
庁
…
の
裁
決
に
対
し
て
何
等
か
の
確
定
力
ま
た
は
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束
力
を
与
え
、
同
時
に
受
審
人
、
理

事
宮
以
外
の
者
に
二
審
請
求
を
ゆ
る
す
こ
と
も
、
あ
る
い
は
望
ま
し
い
と
も
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
立
法
政
策
の
問
題
で
あ

っ
て
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
原
判
決
の
よ
う
な
解
釈
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
。

　
ま
た
、
本
件
裁
決
が
、
特
例
法
に
い
う
行
政
庁
の
処
分
に
あ
た
ら
な
い
他
の
理
由
と
し
て
は
、
　
コ
般
に
行
政
処
分
は
、
処
分
が
法
律

上
当
然
に
無
効
で
な
い
以
上
、
行
政
庁
の
職
権
に
よ
り
ま
た
は
争
訟
手
続
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
な
い
限
り
、
か
り
に
違
法
で
あ
っ
て
も
有

効
と
さ
れ
、
他
の
訴
訟
に
お
い
て
も
そ
の
違
法
を
主
張
で
き
な
く
な
る
効
力
を
持
つ
。
し
か
る
に
海
難
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
裁
決
は
、

裁
決
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
べ
き
権
利
関
係
は
な
ぐ
、
裁
決
に
対
し
訴
訟
を
提
起
し
な
く
て
も
、
他
の
訴
訟
で
裁
決
内
容
を
争
え
な
く
な

る
も
の
で
は
な
い
か
ら
」
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
二
　
上
告
理
由
第
三
点
に
つ
い
て

本
件
裁
決
は
歪
呆
理
の
原
則
に
反
す
る
、
と
す
る
療
判
示
は
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
も
あ
り
、
上
告
人
（
襲
纏
海
）
が
本

件
裁
決
を
す
る
に
際
し
、
審
理
手
続
に
も
加
わ
ら
ず
弁
明
の
機
会
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
被
上
告
人
の
過
失
を
裁
決
主
文
で
認
め
た
こ
と

は
妥
当
で
な
い
と
も
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。
し
か
し
、
…
本
件
裁
決
を
行
政
処
分
と
解
し
て
そ
の
取
消
を
求
め
る
訴
が
ゆ
る
さ
れ
な
い
以
．

上
、
こ
の
こ
ど
に
よ
っ
て
本
件
裁
決
を
違
法
と
し
て
取
り
消
す
べ
き
理
由
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
。
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高等海難審判庁の裁決について（川上）

　
裁
判
官
小
谷
勝
重
の
浦
足
意
見

　
多
数
意
見
の
理
由
に
、
さ
ら
に
、
　
「
被
上
告
人
は
、
本
件
原
告
た
る
の
適
格
を
有
し
な
い
」
、
と
い
う
理
由
を
附
加
す
る
。
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

海
難
審
判
法
五
三
条
、
四
六
条
一
項
の
解
釈
上
、
さ
ら
に
は
、
　
「
法
律
上
の
権
利
関
係
の
確
定
を
目
的
と
せ
ず
（
審
判
手
続
の
当
事
者
で

な
い
者
に
）
何
の
法
的
拘
束
力
を
も
与
え
て
い
な
い
海
難
裁
決
」
の
理
財
、
そ
う
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
件
裁
決
の
訟
（
法
四
条
）
が

そ
の
理
事
講
論
蕨
詐
麩
二
審
芳
墨
驚
暑
し
）
の
部
分
に
表
示
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
効
力
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
裁
料
官
垂
水
克
己
の
補
足
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

本
案
裁
決
（
麺
）
こ
そ
は
、
わ
が
馬
糞
制
度
の
腎
で
あ
り
本
領
で
あ
る
。
そ
の
本
案
裁
決
の
麦
は
、
権
利
霧
関
係
の
確
認

で
は
な
く
事
実
そ
の
も
の
の
確
認
で
あ
る
。
　
「
従
っ
て
、
過
失
者
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
不
利
益
な
認
定
を
受
け
た
者
で
も
裁
決
に
よ

っ
て
権
利
の
存
在
、
義
務
の
不
存
在
を
認
め
ら
れ
た
如
き
法
律
上
の
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
」
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本
案

裁
決
（
事
実
確
認
の
裁
決
）
は
、
行
政
処
分
で
は
な
く
、
権
利
争
議
と
し
て
の
行
政
訴
訟
の
対
象
た
り
得
な
い
。
本
件
裁
決
は
、
ま
さ
に

か
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
、
本
案
裁
決
の
主
文
が
事
実
認
定
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
、
訴
訟
の
構
造
、
遣
り
方
に
反
映
し
て
、
　
「
実
に
、

海
難
審
判
手
続
は
受
理
人
が
な
く
て
も
、
そ
の
立
会
が
な
く
て
も
進
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
。

　
最
後
に
、
本
件
「
過
失
確
認
裁
決
の
如
き
事
実
上
本
人
を
不
利
な
立
場
に
立
た
せ
る
に
過
ぎ
な
い
処
分
の
如
き
は
憲
法
三
一
条
の
意
味

す
る
『
刑
罰
に
準
ず
る
』
処
分
に
当
ら
な
い
。
権
利
争
議
の
対
象
と
な
ら
な
い
程
度
の
海
難
事
実
裁
決
の
如
き
は
前
述
の
適
正
合
理
的
手

続
法
に
よ
ら
な
い
で
こ
れ
を
し
て
も
憲
法
違
反
に
は
な
ら
な
い
。
」

　
裁
判
官
下
飯
坂
潤
夫
の
補
足
意
見
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
．
　
　
　
　
　
　
、
　
　
．
，
　
．
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ま
ず
、
本
件
海
難
事
件
の
構
造
の
中
に
は
い
っ
て
い
る
の
は
、
　
受
審
人
ら
及
び
指
定
海
難
関
係
人
で
あ
っ
て
、
　
被
上
告
会
社
で
億
な
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ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

究
　
い
。
　
従
っ
て
、
　
理
由
と
の
対
照
か
ら
み
る
と
、
主
文
に
お
い
て
実
質
上
判
断
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
不
懲
戒
、
不

徳咽
勧
告
の
判
断
で
あ
っ
て
、
被
上
告
会
社
に
対
す
る
主
文
の
判
断
は
、
「
あ
ら
ず
も
が
な
の
無
用
の
文
字
を
連
ね
た
も
の
と
解
す
る
。
」
　
そ

半　
う
だ
と
す
る
な
ら
、
被
上
告
会
社
は
、
本
件
訴
に
お
い
て
は
、
不
服
申
立
を
な
す
対
象
を
自
ら
欠
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
訴
は
、
到

　
底
不
適
法
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。

　
　
裁
判
官
藤
田
八
郎
の
少
数
意
見

　
　
ま
ず
、
勧
告
裁
決
は
、
勧
告
を
受
け
た
者
に
対
し
、
法
律
上
の
義
務
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
決
自
体
が
、
抗
告
訴
訟
の
対
象

　
た
り
得
る
行
政
処
分
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
な
い
。

　
　
次
に
、
本
件
裁
決
は
、
そ
の
形
式
は
原
因
解
明
裁
決
で
あ
る
が
、
そ
の
実
質
は
勧
告
裁
決
で
あ
っ
て
、
被
上
告
会
社
は
、
勧
告
を
受
け

　
た
者
の
立
場
と
同
視
す
べ
き
地
位
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
被
上
告
会
社
に
、
直
接
、
法
律
上
の
義
務
を
課
す
る
も
の
で
は

　
な
い
が
、
そ
の
者
の
「
過
失
責
任
の
存
在
を
宣
示
し
た
裁
決
」
で
あ
る
。

　
　
さ
ら
に
、
被
上
告
会
社
は
、
法
三
二
条
所
定
の
「
海
難
関
係
人
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
、
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に

　
よ
り
、
勧
告
裁
決
に
準
じ
て
考
え
れ
ば
、
か
か
る
者
を
必
ず
指
定
海
難
関
係
人
に
指
定
し
て
手
続
に
関
与
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
し
か
る
に
、
本
件
裁
決
は
、
か
か
る
地
位
に
あ
る
被
上
告
会
社
に
対
し
、
審
判
の
手
続
に
関
与
せ
し
め
な
い
で
、
被
上
告
会
社
の
過
失

　
を
認
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
お
い
て
違
法
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
被
上
告
人
は
、
法
五
三
条
に
基
づ
い
て
、
こ
の
取
消
を
訴

　
求
す
る
権
利
が
あ
る
も
の
と
解
す
る
。

　
　
裁
判
官
河
村
大
助
の
少
数
意
見

　
　
本
件
裁
決
は
、
　
「
具
体
的
権
利
義
務
を
確
定
し
た
も
の
」
で
は
な
い
が
、
　
「
被
上
告
人
に
法
律
上
の
責
任
原
因
（
過
失
責
任
）
あ
る
ζ

　
と
を
宣
言
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
　
「
被
上
告
人
の
権
利
義
務
乃
至
法
律
上
の
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
」
す
な
わ
ち
「
被
上
告
人
の
営
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業
上
の
信
用
に
重
大
な
影
響
を
与
え
、
か
つ
他
の
裁
判
に
お
い
て
不
利
益
な
判
断
を
受
け
る
資
料
と
な
る
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
　
「
特
定

の
法
律
関
係
を
確
認
す
る
行
政
庁
の
処
分
」
と
し
て
、
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
り
得
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
被
上
告
人
は
、
裁
決
を
受
け
た
当
事
者
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
右
に
述
べ
た
如
く
、
　
「
正
に
法
律
上
の
不
利
益
を
受
け
た
も
の

と
い
う
べ
く
、
…
か
か
る
不
利
益
な
裁
決
を
排
除
す
る
利
益
は
法
律
上
保
護
す
る
に
値
す
る
利
益
と
い
う
を
妨
げ
な
い
（
か
ら
）
該
裁
決

の
取
消
を
求
め
る
訴
は
海
難
審
判
法
第
五
三
条
の
抗
告
訴
訟
と
し
て
許
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
。
」
。

　
最
後
に
、
　
「
本
件
裁
決
の
よ
う
に
、
特
定
の
第
三
者
の
過
失
責
任
を
認
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
…
第
三
者
を
海
難
関
係
人
に
指
定

し
（
朝
堂
三
）
審
判
手
続
に
参
加
せ
し
め
る
こ
と
を
要
し
、
か
か
る
手
続
を
経
ず
し
て
、
第
三
者
の
業
務
上
の
過
失
を
認
定
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
」
。
審
判
に
つ
き
利
害
欄
係
を
有
す
る
者
を
か
よ
う
な
厳
格
な
手
続
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
は
、
国
民
の
権
利
義
務
を
強
く
保
障

す
る
新
憲
法
下
に
お
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

高等海難審判庁の裁決について（川上）

　
〔
研
究
U
　
本
件
判
旨
に
反
対
で
あ
る
。

　
一
　
本
件
裁
決
は
、
被
上
告
会
社
の
権
利
義
務
な
い
し
は
法
律
上
の
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
、
い
わ
ゆ
る
「
行
政
庁
の
処
分
（
行
政
処

分
）
」
で
あ
っ
て
、
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
、
と
解
す
る
。

　
ω
　
多
数
意
見
は
、
本
件
裁
決
が
、
「
海
難
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
裁
決
」
で
あ
っ
て
、
「
被
上
告
人
の
権
利
義
務
に
直
接
関
係
の
な

い
裁
決
」
で
あ
る
♪
と
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
を
既
に
と
ら
れ
て
い
た
成
田
教
授
も
、
「
本
件
裁
決
は
、
…
単
に
海
難
の
原
因
た
る
事
実
を
明

　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
り
　
　
　
う
　
　
　
へ
　
　
　
も

ら
か
に
し
た
い
わ
ば
事
実
確
認
の
裁
決
に
し
か
過
ぎ
ず
、
そ
れ
以
上
に
、
被
上
告
会
社
に
な
ん
ら
の
法
律
上
の
効
果
も
及
ぼ
す
も
の
で
は

な
い
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
か
か
る
裁
決
を
判
決
で
取
消
す
こ
と
は
全
く
ナ
ン
セ
ン
ス
に
近
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
本
件
の
よ
う
な
事
件

は
、
国
家
の
法
律
制
度
と
し
て
の
裁
判
を
通
じ
て
判
決
を
下
し
て
み
て
も
、
そ
れ
は
当
事
者
間
の
法
律
上
の
紛
争
を
解
決
し
、
権
利
義
務

の
関
係
を
難
ず
る
救
難
し
て
の
意
華
全
く
有
し
な
い
の
で
あ
る
受
と
述
べ
ら
れ
る
（
輻
舗
醐
魏
灘
蠣
蠣
癬
笹
鮨
灘
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判例研究

巻
五
号
（
一
九
六
一
）
一
九
頁
。
な
お
、
本
件
東
京
高
裁
判
決
に
つ
き
、
既
に
同
教
授
の
同
意
見
が
、
自
治
研
究
三
〇
巻
＝
号
（
一
九
五
四
）
七
一
頁
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
一
）
六
頁
以
下
も
、

発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
洞
爺
丸
遭
難
事
件
の
東
京
高
裁
判
決
の
評
釈
に
つ
き
、
谷
川
久
。
判
例
評
論
三
七
号

胴
緩
藷
霊
騨
舗
離
撃
蒙
肱
蝶
羅
鳩
益
）
。

　
確
か
に
、
少
数
意
見
も
、
本
件
裁
決
が
、
被
上
告
会
社
の
「
具
体
的
権
利
義
務
を
確
定
し
た
も
の
」
で
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
被
上
告

会
社
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
置
接
法
律
、
上
の
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
も
の
」
で
な
い
こ
と
、
は
認
め
て
い
る
（
四
九
三
頁
四
八
八
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
、

行
政
訴
訟
の
途
を
広
く
開
い
た
新
憲
法
下
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
り
得
る
行
政
処
分
の
意
義
を
、
こ
れ
だ
け
に
狭

く
解
す
る
根
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
。
む
し
ろ
、
行
政
権
と
司
法
権
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
る
限
り
、
広
く
、
国
民
の
出
訴
を
認
め
る
こ

と
の
方
が
妥
当
な
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
る
と
き
、
以
上
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

問
が
あ
る
。
第
一
点
は
、
本
件
裁
決
は
、
果
た
し
て
、
単
な
る
事
実
確
認
の
裁
決
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
か
へ
第
二
点
は
、
果
た
し
て
、
被

上
告
会
社
の
権
利
義
務
に
な
ん
ら
影
響
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
、
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
ま
ず
、
第
一
点
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
件
裁
決
を
、
単
な
る
事
実
確
認
の
裁
決
に
す
ぎ
な
い
も
の
、
と
性
格
づ
け
る
の
は
、
正
確
で
な

い
。
少
数
意
見
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
件
裁
決
は
、
　
「
単
な
る
海
難
の
原
因
を
解
明
し
た
、
例
え
ば
、
　
『
予
知
し
難
い
気
象
の
急
変

に
よ
っ
て
難
が
発
生
し
た
』
と
す
る
ご
と
き
も
の
」
（
四
八
八
頁
四
九
三
頁
）
、
と
は
違
っ
て
、
ま
さ
に
、
海
蒙
、
天
し
の
身
上
し
に
因
．
て

発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
（
謹
条
）
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
人
」
の
点
は
し
ぼ
ら
く
お
く
と
し
て
、
遍
失
し
は
、
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

律
上
の
概
念
で
あ
っ
て
、
　
あ
る
者
の
意
思
状
態
も
し
く
は
態
度
と
い
う
事
実
が
「
過
失
」
に
当
た
る
か
ど
う
か
、
　
と
い
う
法
律
判
断
を

伴
つ
も
の
で
あ
る
（
垂
水
裁
判
官
の
補
足
意
見
・
四
七
七
頁
）
。
そ
れ
は
、
決
し
て
、
単
な
る
事
実
判
断
で
無
い
。
か
と
い
っ
て
、
純
粋
の
葎
判
断
（
法
の

解
釈
）
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
事
実
面
を
有
す
る
と
同
時
に
法
律
面
を
も
有
す
る
も
の
、
換
言
す
れ
ば
、
　
事
実
と
法
の
混
合
領
域
に
あ
る

も
の
、
の
判
断
で
あ
る
。
そ
の
何
れ
の
面
を
強
調
し
て
、
司
法
審
査
権
の
限
界
と
す
る
か
は
、
準
司
法
的
機
関
た
る
海
難
審
判
庁
の
「
適

性
」
と
「
信
頼
性
」
と
に
対
す
る
評
価
い
か
ん
に
か
か
る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
本
件
裁
決
が
、
単
な
る
事
実
の
確
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高等海難審判庁の裁決について（川上）

認
で
な
い
こ
と
は
、
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
　
「
過
失
そ
の
も
の
は
法
律
関
係
の
発
生
変
更
消
滅
の
要
件
事
実
の
一
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
そ
れ
自
体
が
権
利
義
務
そ
の
他
法

律
関
係
を
成
す
も
の
で
は
な
い
。
」
（
務
鷲
朋
讃
縄
灘
黎
嘉
蠣
劃
曲
球
二
君
音
調
糧
薮
薪
解
嬰
彫
籟
魏
卿

能
翻
鞭
細
醗
た
．
、
）
。
し
か
し
、
そ
2
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
要
件
事
実
が
、
會
の
刑
事
、
民
事
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
法
分
野
で
・

極
め
て
大
き
な
役
割
を
荷
い
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
あ
る
場
合
に
は
、
過
失
あ
り
と
認
定
さ
れ
た
者
の
法

律
上
の
地
位
に
、
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
さ
え
あ
る
。
本
件
の
場
合
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
。
け
だ
し
、
業
務
上
の
過
失
な
る
一

事
で
も
っ
て
、
被
上
告
会
社
の
人
格
権
た
る
名
子
・
信
用
と
い
う
、
法
律
上
の
地
位
に
変
動
が
生
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
後
に
述
べ

る
と
お
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
過
失
が
一
の
要
件
事
実
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
考
え
方
の
根
底
に
は
、
過
失
を
、
権
利
義
務
そ
の
他
法
律
関
係
自
体
か
ら
区

別
し
て
、
後
者
の
み
が
、
権
利
保
護
の
利
益
（
口
訴
の
利
益
）
と
い
う
場
合
の
「
権
利
」
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
理
解
が
あ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
、
余
り
に
民
事
実
体
法
上
の
権
利
概
念
に
と
ら
わ
れ
た
考
え
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ヘ
　
　
へ

行
政
訴
訟
に
お
け
る
権
利
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
公
の
権
力
が
、
私
人
に
対
し
て
、
過
失
と
い
う
法
・
事
実
的
な
も
の
を
認
定
し
た

こ
と
、
そ
の
こ
と
自
体
に
因
っ
て
生
じ
た
法
律
関
係
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
、
国
家
に
よ
っ
て
保
護
さ
る
べ
き
生
活
上
の
法
的
利
益
で
あ
る

か
ど
う
か
を
、
判
定
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、
第
二
点
に
つ
い
て
み
る
と
、
被
上
告
会
社
の
法
律
上
の
地
位
に
な
ん
ら
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
、
と
か
、
か
か
る
裁
決

を
判
決
で
取
り
消
す
こ
と
は
全
く
ナ
ン
セ
ン
ス
に
近
い
も
の
で
あ
る
・
と
か
結
論
づ
け
る
の
は
、
妥
当
で
な
い
・
多
数
意
見
及
び
補
足
意
研

見
は
、
い
わ
ゆ
る
「
確
認
行
為
」
の
対
象
が
、
具
体
的
権
利
義
務
で
は
な
く
て
事
実
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
余
り
、
公
の
権
力
が
、
そ
粉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峻

の
法
・
事
実
的
な
も
の
を
認
定
し
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
自
体
に
因
っ
て
、
同
時
に
被
上
告
会
社
の
法
律
上
の
地
位
に
ど
の
よ
う
な
変
動
が
¢

生
じ
た
か
を
看
過
し
て
い
る
。
．
す
な
わ
ち
、
本
件
裁
決
の
内
容
が
、
被
上
告
会
社
の
「
信
用
上
、
，
営
業
上
多
大
の
不
利
益
を
招
来
す
る
お
3
0
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そ
れ
の
あ
る
も
の
で
あ
ゑ
と
」
（
四
九
〇
頁
）
に
つ
い
て
は
、
＝
言
も
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
少
数
意
見
の
河
村
裁
判
官
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
　
「
凡
そ
行
政
庁
が
公
の
権
威
を
以
て
特
定
の
法
律
事
実
又
は
法

律
関
係
の
存
否
を
確
定
し
て
、
　
こ
れ
を
公
に
宣
言
す
る
行
為
は
、
　
た
と
え
そ
の
確
認
行
為
の
対
象
が
或
具
体
的
な
権
利
義
務
自
体
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

く
、
そ
の
基
礎
と
な
る
べ
き
法
律
要
件
事
実
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
同
時
に
国
民
の
権
利
義
務
又
は
法
律
上
の
地
位
に

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
そ
の
法
律
的
判
断
の
争
い
は
原
則
と
し
て
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
る
も
の
と
解

す
る
霜
当
と
す
る
。
」
（
四
九
三
頁
、
傍
点
は
筆
者
）
、
と
。
本
件
の
裁
決
行
為
は
、
講
学
上
、
い
わ
ゆ
る
羅
認
行
為
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
準
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ

的
行
政
行
為
の
一
で
あ
る
が
、
か
り
に
、
本
件
裁
決
が
、
事
実
の
認
定
を
対
象
と
し
て
い
る
が
故
に
事
実
行
為
で
あ
る
と
す
る
と
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

事
実
行
為
が
一
面
で
法
行
為
と
し
て
の
性
質
を
も
つ
場
合
に
は
、
　
「
法
行
為
と
し
て
の
性
質
に
着
目
し
て
、
行
政
行
為
と
し
て
扱
う
べ
き

で
あ
る
。
」
（
雄
川
五
七
）
廊
鋳
藤
離
婁
九
）
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
一
本
件
の
馨
は
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
場

合
で
は
な
い
が
、
考
え
方
と
し
て
は
、
こ
れ
を
転
用
で
き
る
の
で
あ
っ
て
一
、
た
と
え
、
事
実
を
確
認
す
る
行
為
（
識
麗
↓
麟
翻
、

窺）

ﾅ
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
同
時
に
、
国
民
の
権
型
霧
又
は
法
律
上
の
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
面
を
も
持
つ
行
為
で
あ
る
な
ら
ば
、
後

者
の
面
に
着
目
し
て
、
　
こ
れ
を
行
政
処
分
と
し
て
扱
う
こ
と
が
妥
当
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
う
か
う
か
。
　
右
に
述
べ
た
「
法
。
事
実
行

為
」
に
つ
い
て
、
結
局
は
、
事
実
的
性
質
の
側
面
よ
り
も
法
的
性
質
の
側
面
を
重
視
す
る
と
い
う
の
も
、
ひ
っ
き
ょ
う
、
国
民
の
権
利
保

護
の
観
点
か
ら
考
慮
す
る
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
行
政
訴
訟
の
場
合
は
、
民
事
訴
訟
の
場
合

と
違
っ
て
、
特
に
堅
持
さ
る
べ
き
も
の
で
と
考
え
る
σ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
へ

　
第
二
に
、
河
村
裁
判
富
は
、
ま
た
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
隔
「
被
上
告
人
は
第
一
に
営
業
上
の
信
用
に
多
大
の
影
響
を
受
け
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
を
見
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
．
法
人
に
つ
い
て
も
名
声
、
信
用
等
社
会
よ
り
正
当
に
受
く
べ
き
評
価
は
、
名
誉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

へ権
と
し
て
保
護
せ
ら
る
べ
き
法
益
で
あ
る
こ
と
疑
い
を
容
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
本
件
の
よ
う
に
公
の
権
力
で
業
務
上
の
過
失
を

宣
言
さ
れ
た
場
合
も
し
も
そ
の
判
断
に
誤
り
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
り
被
上
告
人
は
そ
の
名
誉
権
を
侵
害
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
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と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
L
（
四
九
四
頁
、
傍
点
は
筆
者
）
、
ど
。
本
件
被
上
告
会
社
が
、
・
不
利
益
な
立
場
に
立
た
さ
れ
る
の
は
・
な
に
も
・
暴
の
損

霊
、
賠
償
事
件
や
下
妻
件
に
お
に
て
だ
け
で
は
な
い
。
ま
さ
に
、
商
取
廻
に
お
け
る
信
用
の
失
墜
（
五
〇
五
頁
）
と
い
う
精
神
的
苦
痛
に
お
い

て
、
法
律
上
不
利
益
な
立
場
に
立
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
成
田
教
授
は
、
　
「
一
般
に
、
営
業
上
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
る
行
為
が
民
波
上
の
不
法
行
為
を
構
成
し
た
り
、
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
っ

て
差
止
め
や
損
害
賠
償
請
求
の
対
象
に
な
っ
た
」
り
す
渇
て
乏
遺
あ
齢
．
つ
渇
∵
そ
の
意
味
で
、
営
業
上
の
信
用
の
失
墜
と
い
う
こ
と
が
全
く

法
律
上
保
護
さ
れ
る
に
価
し
な
い
利
益
だ
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
」
、
と
認
め
牡
れ
な
が
ら
も
、
し
か
し
、
　
「
少
な
く
も
、
現
在
の

わ
が
国
で
は
、
左
書
訴
訟
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
か
か
る
不
善
益
は
事
湖
上
の
不
利
益
で
あ
っ
て
、
決
潮
岬
保
護
さ
れ
た
利
益
と
は
い

い
変
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
藩
鍋
掲
雛
罫
秘
ば
）
、
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
し
か
し
、
　
「
物
理
的
な
損
害
の
み
が
侵
害
さ
れ
る
法
益
」
で
は
な
く
、
　
「
賠
償
責
任
又
は
刑
事
責
任
の
み
が
、
法
律
関
係
に
変
動
を
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ず
る
も
の
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
　
「
営
業
の
中
核
た
る
信
用
な
る
法
益
を
内
容
と
す
る
名
誉
権
に
、
　
変
動
を
及
ぼ
す
も
の
」
、
と
解
し

て
、
こ
の
よ
泉
裁
決
を
も
、
築
．
訴
訟
の
対
象
と
な
り
得
る
行
政
処
分
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
（
糖
齢
轟
翻
瑠
嬬
蛋
款

↑
撫
欝
欝
肇
璃
諜
厩
熱
胴
議
離
礁
黒
藻
鞍
醜
顯
証
本
蝶
鵬
鞭
鴎
期
麟
囎
麹

聴
無
量
諮
璽
鯉
繋
の
の
鑛
縫
縦
ポ
雌
蝶
議
慧
蓼
灘
職
）
・
折
項
「
全
－
雪
上
保
護
さ
れ
る
に
価
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
へ

利
益
だ
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
」
と
さ
れ
る
な
ら
、
わ
が
国
の
抗
告
訴
訟
と
の
関
連
に
お
い
て
も
、
　
「
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
」

し
、
さ
ら
に
、
最
近
の
判
例
の
動
向
に
沿
う
ゆ
え
ん
で
も
あ
ろ
う
。

　
②
「
最
後
に
、
不
浩
不
理
の
原
則
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
海
難
審
判
手
続
が
、
こ
の
原
則
を
と
っ
て
い
る
こ
と

に
は
、
大
方
の
異
論
は
な
い
（
若
干
異
論
を
と
る
上
告
理
由
に
つ
い
て
は
、
五
〇
三
頁
参
照
。
本
文
で
は
一
〇
一
頁
）
・
．
た
だ
・
す
べ
て
の
海
難
溶
・
こ
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
か
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に
つ
い
て
、
意
見
が
分
か
れ
る
。
し
か
し
、
意
見
が
分
か
れ
る
と
い
っ
て
も
、
こ
の
原
則
の
適
用
さ
れ
る
海
難
裁
決
は
、
行
政
処
分
た
る

効
力
を
有
す
る
も
の
に
限
る
、
と
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
は
、
い
ず
れ
の
裁
決
を
行
政
処
分
と
す
る
か
、
に

よ
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
を
多
数
意
見
に
み
る
と
、
被
上
告
会
社
に
、
弁
明
の
機
会
を
与
え
ず
に
そ
の
過
失
を
主
文
で
認
め
た

の
は
、
　
「
妥
当
で
な
い
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
は
な
は
だ
同
情
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
裁
決
が
、
行
政
処
分
た
る

効
力
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
本
件
裁
決
を
違
法
と
し
て
取
り
消
す
べ
き
理
由
に
は
な
ら
な
い
」
（
課
）
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
．

こ
の
叙
述
は
、
も
し
本
件
裁
決
が
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
行
政
処
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
不
告
不
理
の
原
則
に
反
す
る

と
し
て
、
本
件
裁
決
が
、
取
消
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
一
方
、
誠
に
歯
切
れ
の
悪
い
趣
旨
の
も
の
で

も
あ
る
・
成
田
教
授
は
、
「
こ
の
占
だ
関
す
る
多
数
意
見
の
論
旨
は
、
や
や
不
明
確
で
あ
る
」
（
成
田
・
前
掲
法
律
の
ひ
ろ
ば
・
二
〇
頁
）
、
と
さ
れ
る
。
こ
の

論
旨
の
不
明
確
さ
は
、
し
か
し
私
に
は
、
多
数
意
見
が
、
行
政
処
分
の
意
義
を
狭
く
解
し
て
、
余
り
に
理
論
的
に
割
切
っ
た
た
め
に
、
本

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

件
に
お
け
る
具
体
的
に
妥
当
な
解
決
を
失
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
二
　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
私
は
、
本
件
裁
決
が
被
上
告
人
に
与
え
る
不
利
益
は
、
法
律
上
の
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件
裁
決
は
、
抗
告

訴
訟
の
対
象
と
な
り
得
る
行
政
処
分
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
が
、
か
り
に
一
歩
譲
っ
て
、
本
件
裁
決
に
よ
っ
て
受
け
る
不
利
益

が
、
事
実
上
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
な
お
、
そ
の
利
益
は
、
被
上
告
会
社
に
と
っ
て
、
具
体
的
な
個
人
的
利
益
で
あ
り
、
し
か
も
被

上
告
会
社
は
、
当
該
過
失
判
断
が
誤
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
直
接
且
っ
重
大
な
損
害
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
る
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
こ

い
う
観
点
か
ら
、
本
件
訴
訟
の
訴
の
利
益
な
い
し
は
原
告
適
格
を
認
め
る
余
地
は
、
十
分
あ
る
と
考
え
る
。

　
ω
　
ま
ず
、
事
実
上
の
不
利
益
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
一
に
、
　
右
に
述
べ
た
営
業
上
の
信
用
の
失
墜
と
い
う
不
利
益
が
あ
り
、
　
第
二

に
・
「
本
件
舞
に
関
係
の
あ
る
墾
・
賠
償
請
求
の
訴
訟
事
件
等
に
お
い
て
、
妻
上
豊
さ
れ
る
」
（
鯉
、
と
い
う
不
利
益
が
あ

る
・
も
と
よ
り
・
こ
の
事
実
上
の
蟹
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
評
価
に
は
、
轟
定
人
の
鑑
定
書
程
度
L
（
成
田
・
前
掲
法
律
の
ひ
ろ
ば
・
一
九
頁
）
・
二
の
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証
馬
料
」
（
四
七
〇
頁
）
・
コ
応
の
推
認
」
（
』
貼
）
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
裁
判
の
た
め
の
好
個
の
参
考
意
見
」
款
）
、
そ
し
て
「
＋
分

に
権
威
あ
る
裁
決
二
言
勲
）
・
「
極
め
て
権
威
あ
（
っ
て
）
墨
な
証
拠
」
霰
）
、
へ
と
そ
の
見
方
の
軽
重
が
あ
る
が
、
事
実
上
の
不

利
益
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
異
論
は
な
い
の
で
あ
る
（
給
金
揃
掲
）
。
さ
ら
に
、
当
該
分
野
の
専
門
的
・
技
術
的
知
識
に
つ
き
権
威
あ
る

者
か
ら
な
る
行
政
庁
に
よ
っ
て
訴
訟
手
続
に
類
す
る
慎
重
な
手
続
の
下
に
な
さ
れ
る
準
司
法
的
判
断
、
と
い
う
点
で
は
、
「
実
質
的
な
証
拠
」

の
条
項
を
有
す
る
独
占
禁
止
法
等
に
お
け
る
と
幡
謙
慕
念
考
え
方
が
、
と
ら
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
考
え
る
か
ら
（
湛
・
の
郵
悉

審
決
の
司
法
審
査
・
岩
松
裁
判
官
還
暦
記
念
（
一
九
五
六
）
・
四
五
七
頁
以
下
、
特
に
四
六
二
頁
、
四
六
四
頁
。
な
お
本
件
事
件
を
契
機
と
し
て
、
ひ
ろ
く

「
行
政
審
判
の
事
実
認
「
定
に
対
す
る
司
法
審
査
」
を
取
扱
う
も
の
と
し
て
、
綿
貫
芳
源
・
同
題
・
警
察
研
究
三
二
巻
、
八
号
・
＝
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
一
）
、
三

転
。
蔦
．
青
墨
ハ
重
土
丁
丁
）
、
事
実
上
豊
さ
れ
る
不
利
益
の
程
度
は
、
か
な
り
大
き
い
と
み
て
差
支
え
な
い
と
考
え
る
。

　
も
と
よ
り
、
こ
の
「
実
質
的
な
証
拠
」
の
条
項
は
、
　
「
審
決
又
は
裁
決
の
取
消
し
を
求
め
る
場
合
に
し
か
働
き
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、

損
害
賠
償
請
求
事
件
の
よ
う
な
他
の
民
事
事
件
に
は
無
関
係
だ
か
ら
」
、
当
該
条
項
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
審
判
庁
の
裁
決
を
…
一

応
尊
重
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
は
、
い
さ
さ
か
も
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
」
（
成
田
・
前
掲
法
律
の
ひ
ろ
ば
・
二
〇
頁
註
（
2
）
と
一
九
頁
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

と
い
う
指
摘
は
正
し
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
指
摘
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
　
「
過
失
」
　
概
念
や
相
当
因
果
関
係
の
、
　
大
体
の

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

定
型
性
・
共
通
性
に
着
目
し
て
の
立
論
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
②
　
次
は
、
不
告
不
理
の
原
則
と
の
関
連
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
事
実
上
の
不
利
益
が
、
ま
さ
に
、
当
人
（
被
上

告
会
社
）
の
関
与
し
な
い
手
続
に
お
い
て
生
じ
た
、
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
み
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
、
本
件
原
審
判
決
の
場
合
、
訴

訟
要
件
と
し
て
の
訴
の
利
益
の
判
断
と
、
本
案
で
あ
る
不
告
不
理
に
つ
い
て
の
判
断
と
が
別
個
に
な
さ
れ
、
前
者
を
肯
定
し
た
上
で
後
者

に
進
む
と
い
う
過
程
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
正
し
い
の
で
あ
る
が
）
、
こ
の
思
考
過
程
を
と
る
限
り
、
前
者
が

肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
、
後
者
も
ま
た
肯
定
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
（
霧
窺
ゼ
捕
旋
3
。
し
か
し
、
本
件
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ニ
　
ヘ
　
へ

他
の
事
件
に
比
べ
て
極
め
て
複
雑
で
あ
り
特
色
が
あ
る
の
は
、
主
文
で
過
失
を
認
定
さ
れ
た
者
が
、
審
判
手
続
に
一
回
も
参
与
し
て
い
な
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い
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
（
こ
の
点
、
洞
爺
丸
綿
難
事
件
と
は
大
き
な
違
い
で
あ
る
）
、
そ
の
受
け
る
不
利
華
、
具
体
的
個
人
的
で
、
し
か
も
違
法

処
分
に
よ
っ
て
、
重
大
且
つ
直
接
の
損
害
を
受
け
た
と
い
う
点
か
ら
、
訴
の
利
益
な
い
し
原
告
適
格
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

被
上
告
会
社
が
、
　
一
度
も
弁
明
の
機
会
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
　
誰
の
眼
に
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ら
、
事
実
上
の
不
利
益
の
存
在
と
、
弁
明
の
機
会
の
不
存
在
と
を
、
相
互
的
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ち
な
み
に
、
本
件
は
、
客
観
的
訴
の
利
益
の
判
断
と
主
観
的
訴
の
利
益
と
し
て
の
当
事
者
（
原
告
）
適
格
の
判
断
と
が
表
裏
一
体
を

な
し
て
い
る
、
寄
書
合
し
て
い
る
」
・
場
合
で
あ
る
（
須
貝
脩
一
・
行
政
処
分
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
・
法
学
論
叢
六
〇
巻
一
・
二
号
（
一
九
五
四
）
四
七
頁
、
五
二
頁
）
（
畝
欝
綱
謙
蒔
翻

則
五
）
。
（
な
お
、
誤
っ
て
過
失
と
認
定
し
た
こ
と
が
、
弁
明
の
機
会
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
に
因
る
か
ど
う
か
、
の
問
題
も
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。
）
。

　
㈹
被
上
告
入
の
受
け
る
不
利
益
が
、
事
実
上
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
以
上
の
よ
う
な
一
定
の
要
件
の
も
と
で
、
訴
の
利
益
な
い
し
原

告
適
格
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
と
い
う
問
題
提
起
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
、
こ
う
い
う
考
え
が
認
め
ら
れ
る
か

ど
う
か
の
吟
味
を
必
要
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
肯
定
す
る
の
が
、
最
近
の
判
例
の
傾
向
で
あ
る
こ
と
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
（
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
・
行
政
事
件
訴
訟
十
年
史
（
一
九
六
一
）
　
一
一
一
頁
以
下
。
）
。
も
と
よ
り
、
か
か
る
傾
向
の
背
後
に
は
、
「
行
政
救
済
」
と
と
も
に
「
行
政
統
制
お
而

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
要
件
の
絞
り
方
い
か
ん
で
は
、
民
衆
訴
訟
（
行
政
事
件
訴
訟
法
五
条
参
照
）
と
の
区
別
が
あ
い
ま
い
に
な
り
、
ひ

い
て
は
、
司
法
権
の
行
政
権
に
対
す
る
過
度
の
干
渉
に
陥
り
、
「
訴
訟
の
事
件
性
」
を
放
棄
す
る
お
そ
れ
も
十
分
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
両
者
の
区
別
の
基
準
を
、
「
当
該
利
益
が
民
衆
訴
訟
に
お
け
る
ご
と
く
｝
般
抽
象
的
な
も
の
で
は
な
く
し
て
、
具

体
的
な
零
墨
的
利
益
で
、
し
か
も
『
直
接
且
つ
重
大
』
な
損
害
の
有
無
に
求
め
る
」
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
そ
の
訴
訟
の
性
質
は
、
純
然

た
る
抗
告
訴
訟
で
も
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
は
、
第
三
種
（
第
二
種
‘
2
・
）
の
抗
告
訴
訟
と
で
も
い
う
の
が
適
切
で
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あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
L
、
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
聾
唖
馬
瀬
結
言
三
）
（
篇
七
言
難
離
蟹
聞
ゲ
誰
儲
懸

衆
浴
場
営
業
者
が
、
そ
の
処
分
の
無
効
確
認
を
求
め
た
と
き
の
も
の
で
、
訴
の
利
益
の
有
無
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
註
（
二
）
参
照
。
本
件
海
難
事
件

が
、
当
件
公
衆
浴
場
営
業
事
件
と
同
じ
よ
う
に
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
　
こ
の
点
は
、
　
第
三
者
の
利
益
に
影
響
を
及
ぼ
す
　
「
行
政

蛎
譲
峯
遊
無
量
勝
黒
熱
・
同
）
。
行
政
事
件
訴
訟
法
は
、
第
九
条
で
、
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
を
、
「
当
該
処
分
又
は
裁
決

の
取
消
し
を
求
め
る
に
つ
き
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
」
に
限
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
規
定
の
趣
旨
か
ら
、
右
の
よ
う

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
抗
告
訴
訟
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
　
行
政
処
分
の
違
法
是
正
と
い
う
「
行
政
統
制
」
の
面
を
ど
の
程
度
ま

で
認
め
る
か
、
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
よ
り
徹
底
し
鐘
論
的
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
（
以
上
、
園
部
逸
夫
・
判
例
批
評
・
民
商
法
雑
誌
四
七
巻
二
号
（
一
九
六
二
）
二
九
四
頁
参
照
。
）

で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
提
起
に
止
め
た
い
。

　
　
（
一
）
こ
の
考
え
は
、
最
高
昭
三
七
・
一
・
一
九
第
二
小
法
廷
判
、
昭
三
三
（
オ
）
七
一
〇
号
、
民
集
一
六
巻
一
号
六
一
頁
に
お
け
る
、
池
田
克
裁
判
官

　
　
　
の
補
足
意
見
で
あ
る
Q

　
　
（
二
）
谷
口
・
前
掲
七
頁
は
、
裁
判
所
が
、
海
難
審
判
の
結
果
に
な
ん
ら
拘
束
さ
れ
な
い
判
例
と
し
て
、
最
高
昭
三
一
．
六
・
二
八
第
一
小
法
廷
判
、
昭

　
　
　
三
〇
（
あ
）
三
九
九
五
号
、
刑
集
一
〇
巻
六
号
九
三
九
頁
を
引
用
す
る
が
、
こ
れ
は
、
裁
決
の
「
理
由
」
中
で
、
受
里
人
の
所
為
に
は
過
失
が
あ
っ

　
　
　
た
も
の
と
は
認
め
な
い
、
と
し
て
あ
っ
た
の
を
、
裁
判
所
は
、
こ
の
「
理
由
」
中
の
裁
決
判
断
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
受
審
人
を
罰
金
参

　
　
　
千
円
に
処
し
た
事
件
で
あ
る
か
ら
、
本
件
の
よ
う
に
、
　
「
主
文
」
で
判
断
さ
れ
た
場
合
と
同
一
に
論
ぜ
ら
れ
る
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

　
　
　
多
数
意
見
の
よ
う
に
、
主
文
中
で
あ
れ
理
由
中
で
あ
れ
、
そ
の
記
載
さ
れ
た
部
位
に
よ
っ
て
効
力
に
変
わ
り
は
な
い
、
と
い
う
考
え
を
と
る
な
ら
ば

　
　
　
別
で
あ
惹
。

　
　
（
三
）
も
っ
と
も
、
現
在
の
海
難
審
判
制
度
、
　
お
よ
び
こ
れ
を
反
映
し
て
の
裁
決
（
主
文
）
の
異
例
性
が
、
　
根
本
的
に
は
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点

　
　
　
は
、
垂
水
裁
制
官
の
分
析
と
西
島
教
授
の
把
握
と
が
根
本
に
お
い
て
は
一
致
し
な
が
ら
、
そ
の
強
調
の
し
ど
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
結
論
が
、
全
く
異
な

　
　
　
つ
た
方
向
に
お
い
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
る
。
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判例研究

本
文
に
掲
げ
ら
れ
た
以
外
の
文
献

　
田
中
真
次
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
ニ
五
号
（
一
九
六
一
）
二
六
頁
。

　
同
　
　
　
・
法
曹
時
報
一
三
巻
五
号
（
一
九
六
一
）
九
九
頁
。

　
白
石
健
三
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
行
政
判
例
百
選
（
一
九
六
二
）
一
八
七
頁
。
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